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来校者対応 
 

 10/3に横浜鶴見リハビリテーション病院

の総務課の方が来校されました。鶴見リハ

様は上尾中央医科グループで、横浜市鶴

見区に6年前開設した新しい回復期病院

とのこと。療法士は80名程度で、他の病

院同様、20歳代、30歳代中心の活気の

ある施設だそうです。年間120日の公休、

昼食は500円、遠方者には独身寮を完

備、保育室は24時間対応で、働きやすい

環境に配慮しているとのこと。グループのス

ケールメリットを活用した学会や研修の機

会を提供し、資格取得支援制度も整備さ

れています。離職は3年目以降で多くなる

傾向だそうです。今年度の求人状況は順

調とのことですが、まだまだ新卒既卒問わず

受け入れているとおっしゃってました。またイ

ンターンシップを開始したとのこと。職種横

断で学年問わず受け入れているそうです。 

柏厚生総合病院の先生方が10/16に

来校されました。柏厚生様は千葉県柏市

に位置し、地域の中核病院として高度急

性期医療と地域連携を中心に診療体制

を整備している施設だそうです。リハビリテー

ション科はPT103名、OT24名を含む総

勢144名で急性期のみならず回復期から

訪問までトータルにリハビリテーションを提供

しているとのこと。アットホームな環境であり

ながら、ジョブローテーションにより多彩な経

験を積めることが強みとのこと。またキャリア

コンサルタントの資格を持つスタッフが将来

のステップアップについて相談にも乗っている

とのこと。オンラインでも見学会を開催してい

るので1年生からでもぜひお越しください、と

おっしゃってました。 

 

 

 
インターンシップって何？ 

 

 インターンシップをご存じでしょうか。キャリア支援室前の掲示板でもお分かりのように、多くの施設

から案内を頂くようになってきました。 

 インターンシップ（internship）とは、学生が在学中に企業や組織で一定期間、仕事や職場

を体験する制度のことです。その目的は、学生が自分の適性や仕事・業界への理解を深めること

にあります。単なるアルバイトとは異なり、収入を得ることよりも、就業体験を通してキャリアを形成

することに主眼が置かれています。つまり、実際の業務内容、職場の雰囲気、職員の考え方など

を肌で感じることでその組織の理解が深まります。また実際に働くことで「自分は何にやりがいを感

じるのか」、「どんな仕事に向いているか」、「どんな能力が足りないのか」などが明確になり、自己理

解が進みます。体験を通してビジネスマナーや問題解決方法など社会で必要とされるスキルを実

践的に学ぶ機会になるでしょう。 

 インターンシップの期間は提供している施設によりさまざまです。半日や1日の場合や長期休暇

を利用した1週間以上に及ぶプログラムを企画している施設もあります。内容は見学や業務への

関与、つまり直接患者さんに触れたりする機会を設けている場合もあるようです。学校で学んだ検

査測定技術を患者さんに試してみる機会もあるようです。対象は最終学年に限らず、広く在校

生に門戸を開いています。臨床実習以外の施設を覗いてみたい方はこの機会を活かすのも良い

でしょう。 

 専門学校である本校のカリキュラムは初年次からタイトなスケジュールが組まれています。その合

間をみて学生生活をエンジョイすることも大切です。ただ近視眼的に日々をこなすだけに陥ることな

く、時に俯瞰して自己を眺めてみる、そんな時間があると良いと思います。そんな機会に、授業とは

関係のないインターンシップを活用することをお勧めします。どんな施設からインターンシップのお誘い

があるか、キャリア支援室前の掲示板をご覧ください。 

 

新企画 ふくろう祭へ 

同窓会研修会 

 

 11 月 9 日（日）に開催されるふくろう祭

へ同窓会と学院共催の研修会が以下のとお

り開催されます。ぜひ、ご参加ください。 

 

時間： お昼の時間を予定 

場所： 3 階 6 番教室 

講師： 松田 現 先生 

PNF リハビリセンター 

対象： 卒業生・学生など 

 

松田先生は OB。国際 PNF 協会正会員と

して PNF の普及にご尽力されています。 

   

気になる情報 
 

11月11日は「介護の日」です。 

2008年に厚生労働省が定めた記念

日です。なぜこの日になったのか、「いい

日いい日、毎日、介護ありがとう」という

語呂合わせに由来するそうです。 

その「介護の日」に因んで介護に関す

る映画がオンライン（無料）で上映され

ます。タイトルは「僕とケアニンと島のおば

あちゃんと。」です。医師も警察もいない

島民100人ばかりの絶海の孤島にある

唯一の介護施設にやってきた介護未経

験の若者の物語。ケアニンとは、介護、

看護、医療、リハビリなど人の「ケア」に関

わり、自らの仕事に誇りと愛情、情熱を

持って働いているすべての人。 

申込は、「千葉県福祉人材センター

HP」から。締切は11月7日18時です。 


